
抜歯について抜歯について
歯科治療の進歩で歯を保存する可能性は拡大しつつありま

 すが、抜歯は口腔外科の診療で多く行われている診療行為
 です。

適応症

①保存することができない高度なむし歯

②動揺が著しい高度な歯周病

③永久歯の障害となる乳歯

などです。



抜歯における注意事項抜歯における注意事項
全身疾患がある場合はその疾患を十分に検討し、その対策

 を準備する必要があります。以下の疾患があり、抜歯をす
 る必要がある場合は注意が必要です。

①心臓の問題

(虚血性心疾患・心臓弁膜症・心内膜炎・先天性心疾患)
②高血圧症

③糖尿病

④血液疾患

⑤肝・腎臓疾患

⑤妊娠
 

などです



埋まっている抜歯について埋まっている抜歯について
多くの歯はまっすぐ生えてきます。親知らず(第3大臼歯・智歯) 
の場合特に下あごですが、隣の歯にぶつかるように生えたり、

 斜めになったり、骨に埋まっている事があります。

親知らずのある部位が痛んだり、腫れたりしたことがあります
 が、これはその部位でのブラッシングがうまく行えないためプ
 ラークが溜まりやすくなり、むし歯や歯周病などで症状が引き
 起こされているからです。

治療に対する考え方として

①対症療法

②原因除去

の2通りがあげられます。



①は症状が起こった時、抗菌薬・鎮痛薬や局所の洗浄で症状の
 改善を図る考え方です。この場合は症状の改善は行えますが、
 再発を繰り返す可能性があります。

②は抜歯を行う事です。この場合は症状の再発を起こすことは
 ありませんが、外科的な処置が必要になります。

以上の事やこれら以外のことで、わからない事や質問がある方
 はお気軽にご相談下さい。

以下埋まっている歯の状態を写したX線写真と下のあごに埋ま
 った歯を抜く方法のステップ写真を供覧します。



埋まっている親知らず(埋伏智歯)

視診上、親知らずは見えにくい状態です
X線写真(下段)では斜めになっているのが分かります



埋まっている歯(埋伏歯)1

白枠で囲っている歯は埋まっています



埋まっている歯(埋伏歯)2

特殊な例です。2本埋まっています



写真1: 切開する部位 写真2: 歯冠明示

埋まっている歯を抜く方法

局所麻酔を最初に行った後、写真1の如く切開を行います。
写真2の如く抜歯する歯を明示します



写真3: 歯冠分割後
写真3の如く抜く歯の一部を切断します

写真4 写真5

写真4・5: 抜歯した後は縫合します
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